バリアフリー改修家屋に係る固定資産税減額申告書

	納税者の住所
	

	納税者の氏名
	

	申告する家屋の所在地
	

	〃　家屋番号
	

	〃　家屋の種類
	

	〃　床面積
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

	　　〃　居住用部分の床面積
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

	家屋の建築年月日（登記年月日）
	　　　年　　　月　　　日

	高齢者等の住所
	

	高齢者等の氏名
	

	高齢者・要介護者・障がい者の別
(○を付けてください)
	1．高齢者　　　2．要介護者　　　3．障がい者

	工事完了年月日
	　　　年　　　月　　　日

	工事費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	補助金・介護給付等の額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	工事完了後3ケ月以内に申告できなかった理由
	


上記のとおり申告いたします。
　　　年　　　月　　　日

申告者住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申告者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　
（納税者との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　）

常 総 市 長　殿

（注1）申告書には、必要書類等を添付してください。（必要書類については、裏面をご参照ください。）

（注2）申告書を提出する日が、新たに固定資産税を課されることとなる年度の初日の属する年の1月31日以降になる場合は、申告書を提出できなかった理由を記入してください。

○申告書に添付する必要書類
１．納税者の住民票の写し

２．居住する方が高齢者（６５歳以上）の場合・・・住民票の写し
居住する方が要介護者等の場合・・・・・・・・被保険証の写し
　　居住する方が障がい者等の場合・・・・・・・・障害者手帳等証する書類の写し
３．改修工事の明細書，改修箇所の写真，領収書または国土交通省告示第４０８号による増改築等工事証明書

４．介護給付及び自治体から住宅改造の補助金等を受けている旨の書類

○対象となる住宅の要件について

１．新築された日から10年以上を経過した住宅のうち，平成28年4月1日から令和6年3月31日までの間に，一定のバリアフリー改修が行われた住宅
２．バリアフリー改修の工事費が５０万円以上

　※１　工事費は介護給付，補助金等を除く

　※２　適用は一度のみ。２回目以降は適用不可

○減額される税額について

当該住宅に係る固定資産税額の３分の１

　※１　減額は，改修工事が完了した年の翌年度分のみ

　※２　一戸当たり１００㎡相当分までが該当になります

　※３　省エネ改修工事の減額のみ併用可
